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口
( 1 ) 与 式 = - 6 + 3

=-

( 2 ) 子
式

=嚥
( 3 ) 与 式 = √52

-
2 ×√ 5×√3 ←β

2

= 5 -2 + 3

= 8 - 25m
～

( 4) 2 個 のさいころを 同 時 に 投 げるとき 出 る 目 の

場合 の 数 は
6

× 6 = 36 通 り ～
～

出 る 目 の 数 の 和 が 6 の 倍数 となるのは
～～～

( 1
,

5 )
,
( 2

,
4 )

.

( 3
,

3 )
,

( 4
,

2 )
.
( 5

,

1 )
,

( 6
,

6 )

の 6通り
～

よて 出 る 目 の 数の 和 が 6 の 倍数
となる確率 は

。 = 6
したがて 出 る 目 の数 の 和 が 6 の 倍数 とならな ～
～

確率 は

1 - 6 = 05
mm



( 5 )

ア :

と
x = 1 のとき

,

Y = - 2
? 6 減少

x = 2 のとき y = - 8
1 ずつ 増加

x = 3 のとき Y =
- 18

2 10 減少

よって 誤 り

ィ⑩
人
Y
x の 変域

":π∴為∴"
Y の 変域 Y の 変域
ー 2 ≤ x ≡ 4 - 1 ≤ x ≡ 4

- 2 ≤ x 三 4 のとき 。 Y の変域 は - 32≡
～～

ー 1 ≡ x ≡ 4 のとき Y の 変 域 は - 32 ≡ Y ≤

C 正 し
～～

ウ : グラフは Y 軸 について 対称 である 。よて 誤 り
~

ェ : 正 し①

成 ← 下 に開 s( ← エにいいる
。



( 6 ) ム じとした 円

;⑤←
を

心不田

男

B

②
( 1 ) ←周 の 長さが 20 cm の 正方形

⇒ 一辺 の 長 さは 5 cm

よ。 て 5 × 5 = 25 cm～
～

(2 )
← 周 の 長 さが 20 cmの 長方形

1 .

⇒
1

←

たて +横 の 長さ
x x

\ ×
x は 10 cm
\

一辺 の 長 さを xcm とするときもう 一辺 の 長 さは

( 10 - x ) cm
。

したがって 長方形 の 面積 は

x ( 10 - x )mmnn



(3 )

B に 水 をいぱになるまで

入 れその 水 を 全 て 空 の A に

移したところ 水面 の 高 さが
30 cm になったので 水 の体積

30cm 25 × 30 = 750 cm
3

～ ～一
底面積 高 さ

ー

*…
1

したがて
,
B の 容器 の 体積 は

750 cm
3 である

。

B は
一

x ( 10 - x ) cm 高 さ 40 cm なので底面積
x ( 10 - x ) × 40 = 1750

両辺 を ( O で 割
って 整理 すると

-4x
2

t x - 75 =040

∴ 4 x- x t 75 =040

解 の 公式 より

- ( - 40 ) ±√ (- 40 )- 4 × 4 × 75
DC =

2 × 4

:

40 ± N 400
ー

8

築



よって
,
x = 望 , 話

短 い 方 の 辺 の 長 さは Ʃ cm ( 2 .

5 cm )
～

③
く第 1 四分位数ミー
デタの範囲

:
→
四分位範囲

←

←
中央値

く ;
デ ー タの 範囲

( 1 ) A 組 の 第 1四分位数 は5

(2 ) A 組 の 四分位範囲 は 9 - 5 =4

(3 )

ア ? 箱 ひげ 国 より A 組 のデ ー タの 範囲 の 方が

B 組 より 大 きい
。 よって 誤 り

イ : 箱 ひげ 国 より A組 の 中央値 の 方 が B組 より①
小 さい 。よて 正 し…

ウ : A 組 の 第 3 四分位数 は 9 冊 なので A組
35 人 のうち 75 % の 生徒 が 9冊 以下 である

。

B 組 は 9冊 が 中央値 と 第 3 四分位数 の 間に

あるので B組 35 人 のうち 75 % より 少 ない 生徒



が 9冊 以下 である
。

よって A 組 は B 組 より 9冊 以下 の 生徒 が

タダい 。 よって 正 しい

ェ : 箱 ひげはデ ー タの 散 らばりをみるための
ものであり

、
具体的 なデ ー タは 分 からない 。

よって 誤 り

(参考 )

下位 デ ー タ 上位 デ ータ
ー～
0 0 0 0 O O O 0

^
ハ

0 o

と 第 3四分位数 (全 デ ー タの 75%)
ー中央値 (全 デ ー タの 50% )

第 1 四分位数 (全 デ ー タの 25 % )

④
( ) モノレ ー ルは 8 分 で 4800 m移 タ 動 するので

4800 ÷ 8 = 600

よて , 分速 6 oom ～
m

( 2 )



( ア) O ≡ x ≡ 8 のとき
～

傾 き ; - 600

切 片: 4800より y =- 600 x + 48%
～～～

( イ ) 16 ≡ x ≤ 24 のき
nw

傾き : 600 より Y = 600 x t b とおく
、

( 16
.
0 ) を 通 るので
O = 600 × 16 b ⇒ b - - 9600

ょ
,
て

Y

= 600 x - 960 mm
～

( 3) ( ア )

(
花子 さんのグラフの 式式

…A駅 花子 さんのグラフの 式

は/ 傾き
ハ

……B駅 や
モノレ ー ルと初 めて で 原点を 通るので 、
すれ 違う

y =x
ー
のの

グラフよりモノレ ー ルと 花子 さんが初 めてすれ 違う
のは O ≤ x ≤ 8 のときである 。 ( に ) ( ア ) より

、
モノレ ー ル

のグラフの 式 は y = - 600 x + 4800 ー ② である
。



したがってすれ違う 時間 は ① と② を 連立 させれば

良 い
。
① を ② に 代入 して

600

π x
= - 600 x + 4800

6 x = 7 ( - 6 x + 48 )
=
- 4 2x + 336

: . 48 x =336 ⇒x = 7

よってすれ違 う 時間 は 7 分後
m

( イ )
モノレー ルに 追 い 越される

(
花子さんのグラフの 式式

…A駅
モノレ ー ルと初 めて

すれ違 ったときの
花子 さんと B駅 の名
( 3 ) ( P ) ① 式 に x = 7

距離 は

……B駅 ( を 代入 して
,

モノレ ー ルと初 めて Y =× 7 =⑩
すれ違 う

ミル ー ルが 花子 さんを 追 いこすのは 、
グラフより

16 ≤ x ≡ 24 のときである
。
(2 ) ( ^ ) よりモルールの

グラフの 式 は

y = 600 x - 9600 ー ③



よって, モノレ ー ルが 花子 さんを 追 い 越 す 時間 は

( 3 ) ( ア ) ① と ③ を 連立 させれば 良 い 。① を ③ に

代入 して

= 600 x - 9600x

6 x = 7 ( 6 x - 96 )

= 42 x - 672

∴ - 36 x = - 672 ⇒ x=
x = を ① に 代入 して

Y ×= 1600
モノレー ルに 追 い 越される

…A駅 f
.

↓
花子さんのグラフの 式式

ノ
ィ

…600

……B駅 甲
モノレ ー ルと初 めて

すれ違 う

よって
,
求 める 道 のリは

1600 - 600 = 1000mmm



⑤
( い )

OAEC と OBGC において
、

共通 な 角 は 等 しから
③③

LACE =∠ BCG ー の
①

仮定 より

LCAE = LBAE -
②7

⑨ BDDに 対 する 円周角 は等 しい
0

T ので

∠ BAE = LBCD ー③
～ ～

DC / BG より 錯角 が 等 しいので

∠ BCD= 一
④

CBG

②
.

③
.
④ より

LCAE = - ⑤CBG

①
,
⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
σ Cs O BGC (証明終小 り)AE



(2 )

A
( ア )

.
0

.
6 B

D C{
ーー

1
上 国 の O ABC において

BD が CBAC の =等分線

ー② ③
～

のとき

5ー AB : AC = BD : DC

が 成 り 立 つ

OABC におて AE は LBAC を = 等分 するので
ABSAC = BE :EC

よ 。 て BE : E C = 2 : 3

したがって

CE = 5

××⑤
= 3 cm
mm



( イ )

OB と OAEG においてFE

ー

号
( 1 ) より

⑤

∠ - ∠ GAF 一DEBF

h 対頂角 は 等 しから
4

LBFE = LAFG - ②
X

l

①
,
② より 2組 の 角 が

15
X マ

それぞれ等 しいので
0 \

2 3 OBFES LAFG

また ,
( ) より OAECS OBGC なので 対応 する 辺 の

比 は 等 しから
EC : GC = AC :

BCZ3

よって 6 GC = 15 ⇒ GC = 5 cm

したがって , AG = 6- 5恐
ゆえに

, OBFE CO AFG の 相似比 は

BE : AG = 2 : ⑪
=十 : 7

相似な 三角形 の 面積比 は 相似以比 の 2 乗 に

等 しいので
、



O BFE の 面積 : □ AFG の 面積 = 42 : 72
= 16 = 49

よって

49 ×
0 BFE の 面積 = 16 × OAFG の 面積

∴ OBFE の 面積 =OAFG の 面積
～

回
( ) 1999 の 各位 の 和 は 28 … 1 ± 9 + 9 + 9

28 の 各位 の 和 は 10 … 2 + 8

( O の 各位 の和 は 1 … 1 + ①

よって
,
1999 → 28 → 10 → 1
～m

( 2 ) 1 回目 の 作業 で 終了 するのは 最初 の 自然数の

ナの 位 と 一 の 位 の 和 がけたになるときで
ある

。

したがって 。2 回以 上 の
作

業 をするには
、
最初

の 自然数 の 十 の 位 と 一 の 位 の 和 が 2 けたに

なる 必要 がある 。
10以上 30 以下 の 自然数 の

うち 十 の 位 と 一 の 位 の 和 が 2 けたとなるのは
、

19
,

28
.

29
.

の 3 通 り
.

19 → 10 → 1

28 → 10 → 1

29 → 12 → 3



よって
求 める 自然数 は 19 ,

28
.

29
～

( 3 ) 百 の 位 を a
,

+ の 位 を b
.

一 の 位 を C とした

とき
。

1 回目 の 作業 は 各位 の 和 より

atbtcam
と 表 すことができる 。

このとき a
,
b

.

C の 範囲 は

a ≤ 9 … 百 の 位 は Oにならないためミ
O ≡ b ≤ 9 a の 範囲 は 1 ～ 9 である

。

O ≡ C ≤ 9

したがって
,

A tbt C が最 小 となるのは
、

a = 1
,
b = 0

.
C = 0 のときであり

,

Atb + c = 1

また
,
a tb t C が 最大 となるのは

,
a = 9

,

b = 9
,

C = 9 のときであり Atbtc =27である～

① A t bt C がけたの 自然数 α とき

1 回目 の 作業 で 終了 する
。

② a t b + C が 2 けたの 自然数 のと

1 回目 の 作業 では 終了 しない 。 作業 を 終了
するためには ,

a tb + C が 19 のときは
～⑨

あと 2 回 する 必要 がある
。

⑤ 19 の 各位 の 和 は 1 + 9 = 10 のため
,
2 けたの

自然数 となるから
。

もう 1 回作業 が 必要
atb + c = 19 以 外 のとき 各位 の 和 はしけたの

自然数 となるので 作業 が 発生 しない



(4 ) ( 3 ) より 作業 が 3 回必要 なのは
atbtc =19
～ m

百 の位 + の位 一 の位

である 。
百 の 位 が 1 なので

ItbtC = 19 ⇒ btc = 18

O ≡ b ≤ 9
,

O ≡ C ≤ 9 に 注意 して
,

b + C = 18 を

満 たす b
.

C は

b = 9
,
c = 9

のみである 。 よて 求 める 自然数 は 199
～

( 5 )

a = 1 のとき ( 4 ) より 1 個
～

a = 2 のとき t btC = 19 より btC =172

: ( b , C ) = ( 8
,
9 )

.
( 9

,
8 ) の 2 個
～

a = 3 のとき , 3 - bC = 19 より btC = 16

: ( b , c ) = ( 7 ,
9 )
,
( 8

,
8 )

.
( 9

.
7 ) の 3個

Q = 4 α とき
,
4 t bt c = 19 より bTC = 15

: . (
b

, C ) = ( 6
. 9

)
, (

7

, 8 )

, (
8

. 7
)

( 9 ,θ の 4個

a = 5 のとき , 5 tbt C = 19 より b + C = 14

: . (
b

, C ) = (
5

. 9
)
, (

6

, 8
) , ( 7

,7 )
,
( 8 .

6 )
,

( 9
,
5 )

の 5 個
～

a = 6 の E き
,

6 tbt C = 19 より b + C = 13
.

: ( b
,
C ) = (4 . 9

)
, ( 5 , 8

)

( 6
,
7 )

.

( 7 , 6 ) ,

( 8
,
5 )

,

( 9
.
4 )

の 6 個
m



a = 7 のとき
,
7 tbtC = 19 より btC = 12

: . (
b
, c ) = (

3
, 9

)

, (
4

, 8
)
( 5 . 7 ) ,

( 6 .

6 )
,

( 7
,

5 )

(8
.

4 )
.

( 9 .
3 ) の 7 個
～

a = 8 αε き
,

8 t btC = 19 より btC = 11

: . (
b
, C ) = (

2
, 9

)
, (

3

,8 )
,
( 4

,

7 )
,
( 5

,

6 )
,

( 6
,

5 )
.

( 7
,
4 )

.

( 8
,

3 )
,

( 9
,

2 ) の 8個

a = 9 のとき
,

9 tbt C = 19 より b + C = 10

: ( b
,
C ) = ( 1

,
9 )

,
( 2 ,

8 )
(

3 ,
7

) , ( 4 ,

6 )
,

( 5
,
5 )

( 6
,
4 )

.
( 7 , 3 ) ,

( 8
.

2)
.

( 9
,

1 ) の 9 個～
～

よって 求 める 自然数 の 個数 は

( け 2 ← 3 ← 4 = 5 - 6 = 7 + 8 = 9 = 45 個～
～


